
策
、
コ
ン
ブ
の
養
殖
技
術
や
促
成
栽
培
な

ど
の
開
発
や
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
海
側
の
二
枚
貝
養
殖
で
は
、
イ
ワ

ガ
キ
、
ア
サ
リ
、
ム
ー
ル
貝
な
ど
の
養
殖

技
術
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
ム
ー
ル

貝
養
殖
は
、
販
売
に
こ
ぎ
着
け
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
た
取

組
事
例
と
し
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

ム
ー
ル
貝
養
殖
技
術
の
開
発

　

ム
ー
ル
貝
は
和
名
を
「
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ

イ
」
と
言
い
ま
す
。
西
洋
料
理
に
も
使
わ

れ
る
と
て
も
メ
ジ
ャ
ー
な
食
材
で
す
。
し

か
し
、
外
来
種
で
あ
り
、
外
来
生
物
被
害

予
防
三
原
則
の
「
入
れ
な
い
」「
捨
て
な

い
」「
拡
げ
な
い
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
漁
業
施
設
に
付
着
す
る
た
め
、
迷

惑
生
物
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
獲
っ
て
売
る
、
食
べ
る
と
い
う
習
慣

が
漁
業
者
に
は
な
く
、
水
産
物
と
し
て
利

用
す
る
現
場
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
研
究
チ
ー
ム
は
、
ム
ー
ル
貝
の

市
場
価
値
が
高
く
、
自
然
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
天
然
採
苗
養
殖
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
着
目
し
て
い
ま
し
た
。

　

養
殖
技
術
開
発
の
舞
台
と
な
っ
た
余
市

町
は
、
農
業
が
盛
ん
な
町
で
、
フ
ル
ー
ツ

は
北
海
道
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、
野
菜
も
大
き
な
生
産
量

が
あ
り
ま
す
。
お
酒
は
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス

キ
ー
の
余
市
蒸
溜
所
が
あ
り
、
近
年
は
ワ

イ
ナ
リ
ー
も
増
え
て
お
り
、
新
た
な
余
市

の
名
産
品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
産
は
カ
レ
イ
、
タ
コ
、
イ
カ
な
ど
の

漁
船
漁
業
が
中
心
で
、
作
り
育
て
る
漁
業

が
あ
り
ま
せ
ん
。
余
市
郡
漁
業
協
同
組
合

の
青
年
部
長
を
中
心
に
「
自
分
た
ち
の
力

で
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
強
い

思
い
が
あ
り
、
研
究
チ
ー
ム
が
着
目
す
る

ム
ー
ル
貝
の
養
殖
を
提
案
し
、
一
緒
に
調

査
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ム
ー
ル
貝
の
身
入
り
は
、
4
〜
5
月
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
6
月
に
は
減
少
す
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
産
卵

期
は
5
月
中
旬
〜
6
月
に
あ
り
、
身
入
り

が
最
も
良
い
4
〜
5
月
の
1
カ
月
間
が
出

荷
時
期
と
し
て
最
適
で
あ
り
、
天
然
採
苗

は
5
月
中
旬
以
降
に
行
う
こ
と
で
、
養
殖

工
程
も
簡
単
に
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
道
内
で
初
め
て
の
ム
ー
ル
貝
専
門

養
殖
と
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
1
年
養

殖
を
実
現
す
る
め
ど
が
た
ち
ま
し
た
。

　

一
方
、
余
市
で
生
産
し
た
ム
ー
ル
貝
は

お
い
し
い
の
か
、
市
場
に
求
め
ら
れ
る
の

か
を
調
べ
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。
事
業

に
協
力
を
い
た
だ
い
た
21
人
の
シ
ェ
フ
に

品
質
評
価
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
身
入
り
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
良

い
・
良
い
」
と
い
う
回
答
が
約
8
割
に
上

り
、
ム
ー
ル
貝
の
本
場
で
知
ら
れ
る
フ
ラ

ン
ス
・
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
シ
ェ
ル
産
に
も
引

け
を
取
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
余
市

町
で
育
っ
た
ム
ー
ル
貝
は
、
シ
ェ
フ
が
食

材
と
し
て
使
っ
て
み
た
い
と
感
じ
る
高
い

品
質
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

余
市
港
で
の
養
殖
技
術
を
確
立
し
、
品

質
評
価
も
良
好
な
結
果
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
余
市
町
の
協
力
の
下
、
漁
業
者
、
余

市
郡
漁
協
、
余
市
観
光
協
会
、
水
産
技
術

普
及
指
導
所
、
中
央
水
産
試
験
場
で
組
織

す
る
「
余
市
ム
ー
ル
貝
養
殖
研
究
協
議
会
」　

を
設
立
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

た
め
「
余
市
ム
ー
ル
」
と
名
付
け
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
作
成
し
、
商
標
登
録
も
し
ま
し

た
。
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
余
市
ム
ー

ル
の
出
荷
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
Ｐ
Ｒ
に
取
り

組
み
、
道
内
外
で
の
販
売
に
こ
ぎ
着
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
売
り
上
げ
は

少
な
い
で
す
が
、
漁
業
者
の
新
た
な
収
入

源
と
し
て
、
協
議
会
と
し
て
養
殖
規
模
と

販
路
の
拡
大
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

お
わ
り
に

　

余
市
ム
ー
ル
の
取
組
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
養
殖
技

術
の
確
立
や
販
路
開
拓
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
水
産
研

究
本
部
は
、
ウ
ニ
や
サ
ー
モ
ン
な
ど
養
殖

に
向
け
た
餌
料
開
発
や
、
マ
イ
ワ
シ
の
高

鮮
度
保
持
技
術
開
発
、
サ
ケ
稚
魚
へ
の
Ｄ

Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸
）
添
加
に
よ
る
回
帰
率
向
上

試
験
な
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
水
産

資
源
の
持
続
的
な
利
用
や
北
海

道
の
水
産
業
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

余市港で行ったムール貝の
水揚げ風景

余市ムール貝養殖研究協議会が作
成した「余市ムール」をPRする
ポスター
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水
産
研
究
本
部
の
概
要

　

平
成
22
年
4
月
の
道
総
研
発
足
に
伴

い
、
水
産
試
験
場
7
カ
所
、
試
験
調
査
船

3
隻
を
有
す
る
水
産
研
究
本
部
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
中
核
と
な
る
中
央
水
産
試

験
場
は
、
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
に
北

海
道
水
産
試
験
場
と
し
て
、
小
樽
の
高
島

に
設
置
さ
れ
、
昭
和
6
（
１
９
３
１
）
年

に
は
余
市
町
に
移
転
し
、
１
２
０
年
を
迎

え
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
け
ま
す
・
内
水
面

水
産
試
験
場
（
恵
庭
市
）
は
、
水
産
研
究

本
部
で
最
も
歴
史
が
古
く
、
明
治
21
（
１

８
８
８
）
年
に
設
置
さ
れ
た
千
歳
中
央
孵

化
場
が
起
源
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
稚
内
、

函
館
、
釧
路
、
網
走
、
室
蘭
の
各
地
に
水

産
試
験
場
を
有
し
て
お
り
、
現
在
も
各
地

域
の
漁
業
関
係
者
や
市
町
村
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
、
水
産

業
の
振
興
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
漁
業
の
振
興

　

北
海
道
の
水
産
業
は
、
１
９
７
０
年
以

降
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
マ
イ
ワ
シ
の
急
増

に
よ
り
、
88
年
に
は
３
０
０
万
㌧
を
超
え

る
水
揚
げ
を
記
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
い
ず
れ
も
減
少
に
転
じ
、
近
年
は
主
要

魚
種
で
あ
る
サ
ケ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
サ
ン

マ
の
低
迷
と
と
も
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
斃へ

い

死
も
続
き
、
１
０
０
万
㌧
を
切
る
大
変
な

年
も
あ
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
は
、
マ

イ
ワ
シ
の
増
加
や
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
産
回

復
も
み
ら
れ
、
１
０
０
万
㌧
を
超
え
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
、
生
産
額
は
低
迷
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
は
太
平
洋
沿
岸
で
発
生

し
た
赤
潮
に
よ
り
、
ウ
ニ
や
サ
ケ
な
ど
の

水
産
物
に
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
危
機
的

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
水
産
研
究
本
部
は
、
地
域
を
支
え
る
漁

業
を
振
興
す
る
上
で
、
海
洋
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
資
源
調
査
研
究
の
推
進
、
栽
培

漁
業
に
加
え
、
養
殖
研
究
に
力
を
入
れ
て

い
く
と
と
も
に
、
顧
客
や
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
商
品
を
提
供
す
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
く
水
産
物
の
加

工
流
通
研
究
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
水
産
研
究
本
部
は
、
試
験
調
査

船
と
し
て
、
北
洋
丸
（
稚
内
水
試
）、
北

辰
丸
（
釧
路
水
試
）、
金
星
丸
（
函
館
水

試
）
を
有
し
て
お
り
、
海
洋
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
主
要
魚
種
の
資
源
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
北
洋
丸
は
、
今
年
1
月
に
竣

工
し
、
資
源
量
を
把
握
す
る
た
め
の
計
量

魚
群
探
査
機
や
、
ト
ド
な
ど
の
海
獣
を
監

視
す
る
赤
外
線
カ
メ
ラ
な
ど
、
最
新
鋭
の

調
査
機
器
を
備
え
て
お
り
、
調
査
を
迅
速

か
つ
効
率
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
水
産
物
を
代
表
す
る
サ
ケ
や

ホ
タ
テ
、
コ
ン
ブ
は
「
栽
培
漁
業
の
優
等

生
」
と
呼
ば
れ
、
水
産
研
究
本
部
も
数
多

く
の
調
査
研
究
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
サ

ケ
の
ふ
化
放
流
技
術
や
魚
病
対
策
、
ホ
タ

テ
の
種
苗
生
産
・
放
流
技
術
や
疾
病
対

北
海
道
水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
す
る

　
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
水
産
研
究
本
部
は
、
地
域
を
支
え
る
漁
業
の
振
興
、
新
た
な
資
源
の
有
効
活
用
と
高
度

利
用
の
推
進
、
自
然
と
の
共
生
を
目
指
し
た
水
産
業
の
振
興
を
柱
に
調
査
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
調
査
研
究
で
得

ら
れ
た
新
た
な
知
見
が
水
産
業
の
現
場
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
常
に
実
用
化
を
目
指
し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

木村　稔
（きむら・みのる）

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構
水産研究本部長
P r o f i l eP r o f i l e
昭和 39 年札幌市生まれ。北海道大
学水産学部卒。博士（水産学）、
技術士（水産部門）。民間の食品
会社を経て、平成4年から網走水産
試験場勤務。ホタテガイの品質保
持や貝毒などの研究に従事。本部
研究企画部主幹、企画調整部長、
中央水試副場長を経て、令和2年か
ら現職。専門分野は水産物の鮮度
保持と安全供給。

令和2年9月 10 日に行われた
「北洋丸」の進水式

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

第
　
回
3
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